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　その昔，入間は，自分の居る所が，凡て一切のものX中心であるε考へ
た．やがて観察力が強くなり理性が展開して行くにつれて，i途には地球が
萬物の中心であるミいふ風に考へる様になった．漸く科學の芽生えを見る
に至って，此の考へ方も顧みられなくなり，宇宙の中心は地球から太陽に
移された．更に天文學が襲達するにつれて，太陽も亦paramount　position
を失って．その代りに星辰系が考へられる様になった、その當初，星辰系
の大さは比較的小さかったのであっナこが，銀河系についての研究が進むに
つれて．その大さは次第に大きく考へられる様になった．局部的の瓦解ε
いふ事は三年の進歩には常に件ふものではあるが，此の銀河系も亦その例
に漏れす，燧に，從來森羅国側を抱下せる一つの極位ε考へられてあった
ものが，今度は室間ミいふ大海に於ける一つの島に過ぎないものであるε
いふ風に考へられる様になった．彼れ是れの議論はあるにせよ，”島学
宙”（lsユand　Universe）fox’存在しておるεいふ考へ方は多くの天文學者によ
って肯定せられる様になつナこ．
　これらの島宇宙をもう少し仔細に知りたいミならば，宇宙の族に上るが
よい，それに先きだって，Yardstlck或はSurveyon’s　Chain　（66沢の鎖に
て成れる陸地測量器）ミいふものについて考へてみるがよい．その心はε
いふに，室闇の高さ（深さ）を測るに足るものか否やを確かめてもらひたい
のである・地球上ではインチやフートで距離をはかりs非常に遠い距離に
なるSマイルを使用する．實験室ではインチの千分の十を使用し，光波を
論ずる場合はインチの十億分の一位の藪量で計算するのである．
　天文學者ε難も，もεより．kの輩位を使用せぬでもないが，到底満足は
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出來ない．もつε別の等位が必要なのである．吋εか哩εか千哩εか鯨り
に小さ過ぎるのである．我が太陽系を論ずる揚合にのみ．太陽ε地球の距
離g3，000、OOO哩を探馴して，之を天文翠位ε構へておる．併し話が星ミな
るミ，一一・ts近い星の場合でさへも，天文箪位では，充分でない事がわかる
師ち一番近い星でさへ天文電位の約十萬倍であるから，それより遠いもの
になるε矢鱈に大きな藪字を並べなくてはならない．此の煩を避けるのに
一つの方法がある．廓ち光線の助けによるのである．乃ち我々は星辰系に
於ける距離の同位ミして，一光年を古用しておるのである．之は光線が一
年間に通過する距離であって約6兆哩（6×1　OIL’）もある．さて三隅らが銀河
を後に見て宇宙の族に上る場合には，光年も亦距離の翠位εしては物足ら
なくなり，撒百萬光年を以て距離の箪位εするに至った．
　島宇宙説男達の先斗ミもいふべきものは，天文學史を繕いてその観測實
例があるか否かをしらべて見なくてはならない．時は1845年頃の事である．
LQud　RQsseは或る星雲は渦状星雲である事を獲冒しt，その時の観測は，
Parsonstown　Iselandにおかれてあっテこ60吋の反射鏡で行はれkのであっ
た．當時望遠鏡ミしては，これ以上のものがなかったので，外に誰もこの
登見を燵かめてみる事は出居なかった．從って二，三の天文學者は疑問ε
しておったがいくばくもなく疑問は一掃されナこ．師ち望遠鏡の大きなのが
作られる様になり，野州興野が天文學に取り入れられる様になってから，
凡ての反封説は潰滅してしまひ，今や渦巻星雲は天界に於て立派な一つの
クラスを形成するに至つナこ．既にその藪，撒千に署しておる．渦状星雲の
大多数は極めて微かなものであってf唯一つアンドロメダの大星雲は肉
眼でもよく見える．爾大熊星座．三角星座には美しい渦巻星雲が見られ
る．
　暫くの聞εいふものは，渦状星雲の正盟は分らなかった．外の星雲，例
へばOtion星座の大星雲の如きは．輝いておる瓦斯の雲（Diffuse　clouds
of　glowing　gas）から出來ておる，ミいふ事が分っておる．實際雲歌瓦斯
はそんな様子をしており，朦朧ナこるもので，形も極めて不規則なものである．
一一精Q状星雲は極めてチピカルな構造を持つナこもので，：先づ中心をなすも
のがあって，そこから二つの（或は二つ以上の）可なり明確な，渦雀形の腕
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　が調てある．渦歌星雲も亦瓦斯の雲だらうか？
　　この黒占について論雫の起ってる眞最中に，分光器（スペクトnスコープ）
が出來，それによって凡てが直ちに解決されkのである，師ち渦歌星雲は
敷多の星から出時てある事がわかってきた．そしてその星の藪が多いのε，
嫡々が密接になるナこめ，叉，それらの光が我々には混解して見え，從って
一つ一つの星を見る事は出営ないのである．この事實が知られるや否や直
　ちに，渦歌星雲は，大さに於て，我が銀河系S，相匹敵するものであるε
のtheoryが提出されたのである．反響説が持ち出されたのは勿論の事で
　ある．邸ち銀河系それ自身を，もしも非常な遠方から観測しナこなら，渦巻
形には見えないだらうか，ミいふのである．渦状星雲について知られてあ
　る事は，極めて僅かなのであるから，此の説は太した反封には出逢はない
わけである．
　　ミニろで最近の研究によるミ，銀河系は嘗て考へられてをつナこものより
　は，遙かに大きいものであるらしい．xS同時に，他の観測からは，渦状星
雲は頸輪運動をしておるこいふ事が分つた，渦歌星雲が我が銀河系の如
きものであるεの説に，致命傷を與へtc　s思はれ＃ものは，この廻韓機動
なのである．εいふのは．渦状星雲が．興りに早く廻轄し過ぎるミいふ事
になるからなのである．部ち蝕り早い廻韓をすうから，10萬年ミいふ襟
な考へられない程の僅かの時間で完全に一廻韓をやってしまふεいふ黙に．
致命傷が存する次第である．我々は今10萬年を，信ずる事が出車ぬ程の短
い時間εいつナこが，それは渦歌星雲が非常に膨大であるからなのである．
少くミも，思歌星雲は約5萬光年位の直経を持ってあるミいふ様に考へら
れおるからして，直経が5萬光年のものが，10萬年かsつて一廻堕するε
　したら，準歌星雲の外例の部分は，その間に（10萬年の間に），16萬光年の
距離を動いて居るから從って，一年に一光年以上の距離を動いた事になり，
光線よりも速く動く，郎ち，一秒間に18萬9千哩以上の速さで動いておる
事になる．
　　こんな結果が計算から出てきナこものだから，或る天文學者は，非難の聲
を静めたεいふのは，かXる結果は信じ余ねるからである．天文學者ミい
ふものは，必ずも保守的ではなく，新奇な観測の結果を漱迎するものであ
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る．併し，現代の科學で絶封に不可能ε見徹すべきものがありEするなら
ば，それは光速度より大なる速度を許すミいふ事である．光の速度は，相
封性原理によって張調せられたるが如く，嚴密にいって速度の限界なので
ある．そして如何なるものミいへS“も，これ以上の速度をもナこらす事は，
出門ないのである，それに上の結果は光遽度よりも，大ミなっておるでは
ないか．　光速度以上のものがないεいふ事が，現代物理學の根本的教義
である一宇宙の構成なのである．科學は唄えすその細則を憂へ，絶えず
二三を葬り，新説を立てるものではあるが，科學はその野洲改正に當って
は，常に再考を促すものである．
　乃て我々は，二者の内，何れの設をεるべきかこいふのである．師ち渦
状星雲はそんな速度で廻写して居るεは思へないから，もし廻韓を許すな
ら，もつε小さいものに考へなくてはならない．帥ちSpeed　lawを破る
こεなく，未だ廻韓状態にあり得る程の小さいものε考へなくてはならな
い．膨れがその一つである．するミ直経を5萬光年ミする代りに，245百光年
位を考ていNわけである．從って渦歌星雲は，我々に近くなり，我々の銀
河系の一員であり，銀河系の日大の中に．吸ひ込まれる程の近くにあるε
いふ事になる．結局問題；はかうなる．郎ち吾が銀河系は軍に從來軍位としての
渦歌星雲菱有っておる，登戸宙であるか，或は我々凡て1ま置字宙で，相亙ひに稲匹
敵する同等のもの蹴り縛？ミいふ事になる．
　上の事情から見ても分る様に，一時島宇宙論はその影が非常に薄くなつ
ナこ様な感がある，併し島宇宙説に都合のい」黙が二，三残されてあっナこ．
アンドロメダ星雲の中に於て，下る撒だけのtemporary　starsが観測され
てあっナこ．邸ち何もない慮から突如ざして現はれ，二，三週間輝き，後に
なって回せてゆく新星が観測されてあったのである．これらの新星を，銀
河系に時々現はれる新星ε比較して，天文學者は星雲は五十萬光年以内に
はなく，きつεもつミ遠方にあるものであらう．ミいふ結論に到達しtc・
　決定的謹朦が，1924年に出てきた．アンドロメダ及び，三角星座の渦歌
星雲を詳細にしらべて，いくらかの憂光星を得た．それらの星の光の弓長
は，全く定つた様式に從っておった．師ちそれは銀河に於ける撒多の星の
それミ全く同様であっt．我々は銀河に於ける攣光星のTypeについては・
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可成り多くの事を知っておる．特に本來それらの星が何の位の明るさのも
のであるか（蔀ち何の位の燭光をもっておるものであるか）εいふ襟な事に
ついてよく知っておる．我々はそのapParent　brightnessを直ちに測定する
事が出來るから．二つの渦歌星雲の中のそれらの星の拒離を測定する事が
出興る．これらの測定から得たる渦歌星雲の距離は，百萬光年位であった．
これ小宇宙説にミつては致命的の一構である．かくの如き吟味の後に，島
宇宙説が生れナこのである．
　距離が分つナこ以上は，アンドロメダの大星雲につき，もつε詳しく話す
事が出時る．その直径は約5萬光年で，藪百萬一斑百萬からの星を含んで
居る．これらの星は我が太陽よりも数千倍明るい．我々が太陽を此の星雲
の距離におく事が出來るxSして爲眞を言るεしたら，爲す事は出來ないだ
らう・たSへ如何に偉大なる望遠鏡の力を以てしても駄目だらう．今や我
々は，1885年，突如ミして現はれ僅かの間見られた驚くべき星の明るさを
計算する事が出重る．その最大光輝の時で太陽の一千萬倍位であっナこ．一
方この：巨大なる星は．相封律論によれば．毎秒2百兆噸以上の物質を失
ひつNあっfe．それだけ，それに慮じk光を嚢し莫大なエネルギーを室間
に失ひつNあったのである、
　アンドロメダの星雲は，凡ての渦状星雲の中では，最も近いものではあ
るが，最も近い宇宙ではない．二つのMagellanic　Cloudsが未ナご近い宇宙
なので，これらのものは10萬光年の距離にあり，その直径約一萬光年であ
る．これらの星雲には非常に興味ある星がある．師ち太陽の50萬倍から明
るい星があり，之はアンドロメダ星雲申の新星εは異り，此の明るさを績
けんεするかの如き感がある．僅か一萬光年の直径をもつfvぜラン星雲
は，輩に宇宙に於ける島であって，比較的近い塵にあるものだから，凡そ
宇宙εいふものをその外から見ナこ時，5んな風に見えるかミいふ事を知る
に格好のものである．
　一度アンドロメダ星雲の場合がきまつナこεなるε，他の多くの選歌星雲
の距離も知られてゆくミいふ有様であるから，やがて千萬光年何億光年の
一方にある宇宙について物語る事が出郷る様になるだらう．ミりあへす我
我は我が銀河系の外に之れε同じ大さの宇宙，或は之れ以上の宇宙を見出
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さなくてはならぬ．がそれにしても，今の虚，殆ん量無藪の宇宙の島の内
銀河系が第一である．だから我々は銀河系に大陸的宇宙の名を冠してもよ
い位なのである．
　尤も“What　mOTe　is　there？”（もつミより以上の如何なるも0）があるか）
ミの質問があるかも知れぬ，N，何億光年の慮までゆくなら宇宙（Creatレ
on）の限界にゆくか？εいふ風な問も出て回るかも知れぬ．併しそんな質
問にi針して．相封律論はかくいふ。Space　is　fini毛e，　but　yet　unbounded，ε。
球面上を綱っておる蟻を考へて見るがよい．もしその蟻に充分の時間を與
へてやるならば，遽に蟻は全球面を窮ひ得るであらう．そしてその球面上
の凡ての織に篭れるであらう．その時その蟻がtape：尺でも持っておつk
なら，球の全表面積は，碓かに何李方吋あったεいふこごを断言する事は
出馨るεしても，その終鮎へはゆきあkらぬであらう．ナこEへ最後の審判
の日迄歩いておる事が出儲るSしても，球面はcurveしておるから有限で
はあるが，際限のないもので．ある．全く同様に相封律論によるε，室間は
curveしておの，有限で，際限のないものであるミの事である．我々は三
次元の室間を暗して，永違にその止まる虚を知らないのである．何εなれ
ば室間のないこいふ虚へは決して行きつかないからである．天文早旦に，
宇宙は何慮も限られてはおらぬ，而も有限である．
　我々の宇宙銀河系は，たεへ何んなに大きく見えても．凡ての方面に曾
てキチント限界をもつておる，そして銀河の彼方には．延い吹き曝らしの
天文學上の砂漠ミいった襟なものが，凡ての方向に与り有限ではあるが，
際限のないものである．
　　　　　　（Radio　Talks　from　the　Hatvard　Observatoryより一切田忠亮課）
　宮原理學士寄歌　第六高算學校教授にして本會の倉敷袖丈夷員である宮原飾氏匡今
般文：部省在外研究員Sして物理學研究の六め英國に向ひ，理る1五月に出陣ぜられろこ
ミミなつナこ．多分，天膿物理學の方面を多く睨察研究ぜられるこ亡であらう・
　片川幌藏露台ζ　本読員にして岡山縣津：山高等女運校長ナこる片山践ば去る三月二日
病目で逝去ぜられナこ・馴工以前より津山地方の天丈教育及び本曲のナこめ熱心に斡旋ぜ
られナこのであろのに・今般急死ぜられ染のに誠に白むべきこミである・弔意た表す・
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　　　　　　　エデンパラ國立天交甕（世界天文峯めぐり………其五）
　自分ば島の寓眞な見て，罰ぐる1924年十一児21日此の天文甕だ訪ねすニニミ准思ひ出
す・それに初冬の蘇國に吹すさぶ風の強い日であっナ：．市街の南部Blackford丘の
上の此の天丈峯た突然訪れて，先づ門番にミがめられ，i欠で甕長サムソン博土にf多
忙で」危ぶく噺はられるミニろであっナ；・しかし，「是非に」ミ顧んだので，案外くだ
けて一通リ案内して貰った・（山本）
